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1．はじめに  




病の原因であるボルナ病ウイルス（ Borna d isease  v irus：BDV）
は、向神経性のモノネガウイルス目 (Mononegavira les )に属す
るウイルスであり、哺乳類に感染する BDV を Borna d isease  
v irus  1（ BoDV-1）と分類標記されている。  
我が国の BoDV-1 感染率は、ホルスタイン種雌牛が 7.5～


















































るかの 2 点を重点に行われた。 
 
研究の背景と目的 
 ボルナ病（Borna Disease ：BD）は、ウマの伝染性の進行性脳髄膜炎を引き起こすウイ
ルス性疾患であり、本病の原因であるボルナ病ウイルス（Borna Disease Virus：BDV）は、
向神経性のモノネガウイルス属（Mononegavirales）に属するウイルスで、哺乳類に感染
する BDV を Borna Disease Virus 1（BoDV-1）と分類標記されている。ウイルスの侵入門
戸は嗅球の神経上皮であり、BoDV-1 の自然感染宿主は多様である。牛における発生報告は、
1994 年のスイスでの報告が初発であり、我が国の BoDV-1 感染率は、ホルスタイン種雌牛
が 7.5～17.6%、黒毛和種が 11～21%と報告されている。 
本研究では、ホルスタイン牛群における BoDV-1 感染の感染状況と繁殖成績との関連性な
らびにBoDV-1の感染様式を明らかにすると同時にBoDV-1感染の清浄化対策を確立する目




研究の成果   











第 2 章では、ホルスタイン牛群内における BoDV-1 垂直感染の伝播の可能性を明らかにす
ると共に、BoDV-1 抗体陽性母牛から算出された娘牛に対するウイルス伝播について統計
的疫学リスクを調査する目的で、同一母系起源を有する閉鎖繁殖牛群を対象とした
BoDV-1 抗体調査を実施し、牛群内における BoDV-1 感染率および同一母系内における乳
牛間のウイルス伝播について統計的疫学リスクを評価した。その結果、非閉鎖繁殖牛群
における娘牛の BoDV-1 感染率が 3.4%であるのに対して、閉鎖繁殖牛群の感染率は 31.2%
であり、閉鎖繁殖牛群は非閉鎖繁殖牛群に比べて垂直伝播相対リスク(RR)が有意に高い
ことが確認され、持続感染母牛から娘牛へ BoDV-1 が垂直伝播する可能性が示唆された。 
 
第 3 章では、BoDV-1 感染のホルスタイン牛群に対する清浄化対策として、BoDV-1 の母子
垂直伝播の遮断を目的とした BoDV-1 感染母牛からの初乳給与の停止を行うと同時に
BoDV-1 感染成乳牛の選択的な淘汰更新を積極的に行った。その結果、成乳牛における
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